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【緒言】 

足関節捻挫は、スポーツ外傷、障害の中で発

生頻度が高く、初回の捻挫から１年以内に多くの

人が受傷を繰り返し、足関節不安定性に移行し

ていく。本研究では、SEBT を用いて健側と患側

間における既往歴との関係を明らかにすることを

目的とする。その関係を明らかにすることにより、

SEBT の測定数値が下肢傷害の予測因子となり、

また、競技復帰する際のひとつの客観的指標の

ひとつなりうることを期待する。 

 

【方法】 

被験者は、早稲田大学ラクロス部に所属する

女子 26 名。 

○足間接不安定性アンケート 

機 能 的 不 安 定 性 の 評 価 には Karlsson and 

Peterson によってつくられた評価表をもちいた。

この評価法は「痛み」、「腫脹」、「主観的不安定

感」、「硬さ」、「階段昇降」、「ランニング」、「日常

生活」、「装具使用」の８項目で構成されており、

さらに各項目によりポイントが決められている。合

計点は最大で 100 ポイントで左右別に評価する。

この評価値は 91－100 ポイントが「Excellent」,81

－90 ポイント「Good」、61－80 ポイント「Fair」、60

ポイント以下が「Poor」と規定されている。なお、合

計点が 81 ポイントをこえていれば、足関節機能的

不安定性はなしとする。 

○SEBT 

被験者は基本線の中心のポイントに片脚(軸

脚)をおき、基本線から引いた斜め前(AM)45°、

横（M）、斜め後ろ 45°（PM）の 3 方向の線にそっ

て軸脚と逆の脚を出来るだけ遠くにのばす。練習

として左右各 3 方向を 4 回、計 12 回を練習とし

て行い、休憩を取った後、験者がランダムに方向

を指定し、指示にしたがって左右各 3 方向 3 回ず

つ計 9 回測定した。測定した値を脚長で補正し、

SEBT 値とし、全体（3 方向の平均）、AM、M、PM

の SEBT 値をだした。 

 

【結果】 

既往歴有無での SEBT 比較、A チーム群内で

の既往歴有無での SEBT 比較、A,B チーム群間

での SEBT 比較、同一被験者間での健患側での

SEBT 比較のすべてにおいても有意な差は見ら

れなかった。また、SEBT 値と CAI 値においても相

関関係はみられなかった。 

 

【考察】 

結果よりすべての項目に有意差はみられなか

った。既往歴あり群の全体（3 方向の平均）、A、

M、PM の SEBT 値は、バランス能力や足部の動

的な機能を評価する手法である。このことから、個

人がもともと持っている神経系の影響があるので

はないかと考え、ラクロスのレギュラーメンバーによ

って群分けし関係をみたが有意差はみられなか

った。理由としては、ラクロスのパフォーマンスがよ

い選手とは、持久力や瞬発力、クロスという道具

の扱いなど様々な要因が必要である。よって神経

系を主に測定する SEBT 値とラクロスのパフォー

マンスには相関関係がみられなかったと考えられ

る。また、同一被験者間での健側、患側に有意

差がなかったことに関して、既往歴のある被験者



はリハビリのプログラムとしてバランスボードや片

脚スクワットといったトレーニングを行っていたため、

患側の固有感覚系が向上し健患間に有意差が

出なかった可能性がある。また、SEBT は下肢の

障害などの不安定性だけが関与しているのでは

なく、下肢の筋力が関係していると考えられる。実

際に足関節捻挫の再発防止のリハビリテーション

にも下肢や股関節、体幹の筋力を強化すること

が有効とされている。そのため、既往歴ありとして

SEBT を受けた被験者であっても健側と患側との

有意差がみられなかったと考えられる。 

 

【結論】 

本研究では、既往歴あり群となし群に有意な

差は認められず、また、健側と患側に有意差がみ

られなかった。よって、下肢の既往歴と SEBT の値

との関係を明らかにすることはできなかった。しか

し、今後の課題としては、既往歴あり群の数を増

やすとともに、シーズンを通して SEBT を定期的に

行い、怪我の経緯をおうことで SEBT が競技復帰

の指標となることを考えられる。 

 

 

  

 


